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次の（１）から（５）までの各問いに答えなさい。

（１） 下の図で，直線ℓ，直線 m は平行です。
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このとき，２つの角の和が１８０°になるものを，下のアからオの
中から１つ選びなさい。

ア　∠ e  と ∠ g

イ　∠ c  と ∠ h

ウ　∠ a  と ∠ e

エ　∠ a  と ∠ g

オ　∠ d  と ∠ f
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（２） 下の図のように，n 角形は１つの頂点からひいた対角線によって，
いくつかの三角形に分けられます。

このことから，n 角形の内角の和は １８０°#（ n -２） で表すこと
ができます。
この式の （ n -２） は，n 角形において何を表していますか。下

のアからオの中から１つ選びなさい。

ア　頂点の数

イ　辺の数

ウ　内角の数

エ　１つの頂点からひいた対角線の数

オ　１つの頂点からひいた対角線によって分けられた三角形の数
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（３） 右の三角形と合同な三角形を，下のアからエ
の中から１つ選びなさい。
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（４） 下の図で，４点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄは円Ｏの周上にある点で，点Ｅは
線分ＡＣと線分ＢＤの交点です。
∠ＡＣＢ＝５０°，∠ＡＥＢ＝１１０°のとき，∠x の大きさを求めな

さい。
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（５） 千夏さんは，「三角形の内角の和は１８０°である。」という性質が
成り立つ理由を，次のように考えました。

理由

上の   ，   に当てはまることがらを，下の 
アからエの中からそれぞれ１つずつ選びなさい。

ア　対頂角は等しい

イ　平行線の同位角は等しい

ウ　平行線の錯角は等しい

エ　三角形の内角の和は１８０°である

下の図の ＡＢＣで，辺ＢＣを延長した直線上の点をＤとし，
点Ｃを通り辺ＢＡに平行な直線ＣＥをひく。
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 から，　∠ a ＝∠ a′

 から，　∠ b ＝∠ b′

したがって，三角形の内角の和を求めると，
∠ a +∠ b +∠ c ＝∠ a′+∠ b′+∠ c

＝１８０°
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